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Pick up!

参考　https://www.okayama-u.ac.jp/tp/news/news_id14502.html

真庭サテライトキャンパス設置に関する覚書を締結

「借りる」で、研究時間の確保・研究環境の強化・人材育成の

促進・必要経費の削減へ　今までにないお得な研究機器レンタル

プラットフォーム誕生～共同記者発表を日本電子株式会社と実施～

　本学は真庭市と連携・協力して、真庭市内に学びと研究の拠点となる「真庭サ

テライトキャンパス」を設置することが決定し、7月30日に覚書を締結しました。

　締結式では、本学の那須学長と真庭市の太田市長が覚書に署名し、固い握手

を交わしました。那須学長は、「真庭サテライトキャンパスを拠点に、県北の地域

資源を生かした教育・研究活動を展開し、その成果を国内外に発信したい」と述

べ、さらに「県内を中心に林業・木材・木造建築関連産業の振興に貢献していき

たい」と意気込みを語りました。一方、太田市長は、「この取り組みは、地域に人

が集い学び、働く循環を生み出すことで、人口減少が進む中山間地域における

活力の再生、地域雇用の創出、そして持続可能な経済循環の実現にも寄与す

るものと確信している」と述べ、期待を示しました。

参考　https://www.okayama-u.ac.jp/tp/news/news_id14463.html

「晴れの国南米交流大使」に本学学生3人が任命
           ―ブラジル移住115周年記念式典に参加へ―

参考　https://www.okayama-u.ac.jp/tp/news/news_id14460.html

　8月7日、岡山県庁にて「晴れの国南米交流大使」委嘱式が開催され、本学から大学院

教育学研究科修士課程2年の岩淺明寿香さん、経済学部4年の岸本理沙さん、経済学部

1年の入江陽太さんの3人が出席しました。

　この事業は、岡山県が主催する「令和7年度南米次世代交流プログラム」の一環として

実施されるもので、今年は岡山県からブラジルへの移住開始から115周年という節目の

年にあたります。

　委嘱式では、伊原木隆太知事が交流大使に委嘱状を手渡し、「地球の向こう側から岡

山のことを思ってくれている人がいることがありがたいと伝えてきてほしい。ぜひ体に気を

つけて存分に交流をしてきていただきたい」と激励しました。これを受け、代表として岩淺

さんが「先人たちが築いてきた岡山とブラジルの絆に、若い世代としての新たな思いを重

ね、未来へつなげてまいります」と出発への意気込みを語りました。

　　7月25日、本学は日本電子株式会社と共同で、研究機器のレンタル（リー

ス）プラットフォーム「Shared Transformation（SX）プラットフォーム」の設立合

意に関する共同記者発表を、文部科学省にて行いました。

　本プラットフォームは、国内の大学、高専、公設試、国立大学研究開発法

人等を対象に、本学が事務局を務め、まずは日本電子株式会社の研究機器

を提供します。

　今後は、わが国の研究機器・分析等のメーカーを順次増やしつつ、レンタ

ル・リースノウハウの共有や技術職員の人材育成、さらにはセカンドユース

（中古）のマーケット拡大によって、研究大学ではない機関や価格帯から手を

出せない機関も中古の研究機器を手に入れることができるようにするなど、

わが国の科学技術・イノベーションを支え、活性化に貢献していきます。
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　本学は、7月24日に公立大学法人会津大学と、国立大学法人と公立大学法

人という法人形態の違いを越えて、両大学の強みを生かした連携を進めるた

め、「大学間アライアンス（同盟）協定」を締結しました。

　本協定は、教育・研究・産学官連携等を通じた人材育成や研究力・イノベー

ション創出の強化を目的とし、ひいてはわが国の科学技術・イノベーションの

振興および福島の復興にも寄与することなどを目指します。

　本協定においては、会津大学の強みであるとともに、本学の最重点研究分

野でもある「宇宙分野」、「コンピュータサイエンス分野」、革新的なビジネスモ

デルによって社会にイノベーションを生みだす「スタートアップ分野」において

重点的に連携を深め、学術の先導や社会変革を目指します。

　両大学の力を生かして、わが国の地域を盛り上げていきます。引き続き、岡

山大学と会津大学の取り組みにご期待ください。

参考　https://www.okayama-u.ac.jp/tp/release/release_id1421.html

　岡山大学大学院医歯薬学総合研究科の棏平将太大学院生（研究当時。現 東

京科学大学　医歯学総合研究科　システム発生・再生医学分野 特任助教）、岡山

大学学術研究院医歯薬学域（医）組織機能修復学の寳田剛志教授、髙尾知佳講

師、大嶽茂雄助教、同学域整形外科学の尾﨑敏文教授、同学域運動器リハビリ

テーション医学講座の中田英二准教授（特任）らの研究グループは、ヒトiPS細胞

からさまざまな形態の軟骨組織体を作製し、ミニブタ膝関節軟骨欠損モデルへの

移植に成功しました。

　今回私たちは、iPS細胞から軟骨組織を玉や板など多様な形状で作製し、膝関

節軟骨損傷したミニブタへ移植することに成功しました。

　iPS細胞由来の軟骨組織を異種移植し生着や機能維持の成功を確認ができた

ことで、安全性や有効性の評価が進み、将来的なヒトへの応用や関節疾患の再

生医療への道が開かれた点で重要と考えます。

ヒトiPS細胞からさまざまな形態の軟骨組織体を作製し、
ミニブタ膝関節軟骨欠損モデルへの移植に成功

参考　https://www.okayama-u.ac.jp/tp/news/news_id14493.html
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～法人の枠を越え、互いの強みを生かして人材育成強化や
社会変革を実現～

岡山大学次世代研究院の次世代研究群に

「難治・希少がんに対する再生・細胞医療・遺伝子治療拠点」を指定

 〜世界をリードする難治・希少がん治療の実現へ〜

参考　https://www.okayama-u.ac.jp/tp/news/news_id14466.html

　本学は、7月14～16日に開催した次世代研究院運営協議会において、「難治・

希少がんに対する再生・細胞医療・遺伝子治療拠点」（代表者：田中將太教授、

学術研究院医歯薬学域（医）脳神経外科学分野）を次世代研究群として指定し

ました。

　今回指定された「難治・希少がんに対する再生・細胞医療・遺伝子治療拠点」

は、本学の強みである再生・細胞医療・遺伝子治療分野において、岡山大学病

院の診療科および臨床・基礎医学を横断したチームを編成し、治療製剤の開発

に取り組みます。同拠点では、これまでの本学における脳腫瘍研究の成果に加

え、国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）の次世代がん医療加速

化研究事業等の研究プロジェクトや、ハーバード大学をはじめとする国際的な研

究機関との共同研究で得られた知見を活用。癌種横断的な統合解析を推進し、

特定の癌種に限定されない普遍的な治療戦略の開発と、新たな知見の創出を

通じて、世界をリードする研究拠点へと発展させていきます。
拠点の代表を務める田中教授




